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Dear JAIST Alumni,
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修了生の皆さん、お元気ですか？
　�����では、２００８年度の学事日程が
もうすぐ終わろうとしています。博士
論文の公聴会や修士論文の発表会が終
わり、修了生はホッとしていると同時
に、新しい旅立ちにむけて準備を始め
ています。３月２４日には学位記授与式
が行われます。論文を仕上げた充実感
と、新しい世界への期待に胸を膨らま
せたこの時期を、皆さんも思い出して
いるのではないでしょうか。
　私は学長１年生としていろいろなこ
とをやってきましたが、充実した１年
間でした。まず最初に行ったことは、これからの６年間の目標を立
てることでした。どんな仕事をするにも最初に明確な目標を立てる
ことは大変大切です。目標は十分に高いもので、かつ、それに向かっ
て努力してゆこうとする意欲のわくものでなければなりません。私
の目標は、「�����を国際的にトップクラスの大学院にする」という
ものです。�����が創られたのは１９９０年ですから、もうすぐ２０年が
経とうとしています。優れた教授陣と教育研究環境により�����は
日本の中でトップクラスの大学になったと思います。これは、先生
方の発表する論文の数や獲得研究費などを見ても明らかです。国際
的トップクラスを目指すには、これまで以上に優れた教育と研究を
行うことが必要ですが、私は十分に可能であると思っていますし、
それを目指して大学の経営を行ってゆくつもりです。
　その一つが、大学の国際化の一層の推進です。国際的トップク
ラスの大学は世界中から優れた学生や教員が集まるところでなけ
ればなりません。現在、�����は日本の理工系国立大学の中では、
最も国際化の進んだ大学であり、学生の２０％以上、教員の１０％以
上が外国人です。また、博士課程の講義はすべて英語で行われて
いますが、数年中には、修士課程でも英語だけで修了できるよう
に講義の英語化が進んでいます。また、�����独自の奨学金や��
制度など、学生や教員に占める外国人の割合を増やすための方策
を具体的に検討しています。皆さんの周りで外国への留学を考え
ている人がいましたら、是非�����を紹介してあげてください。海
外の大学とのデュアル大学院プログラムも、従来のベトナム国家
大学のほか、フィンランドのオウル大学と開始する予定です。そ
の他にも、複数の海外の大学との連携を始めようとしています。
　この１年、�����ではいろいろの出来事がありましたが、６月の
オープンキャンパスで行われたノーベル賞受賞者白川博士の
����������	に関する講演が印象的でした。これは、「思いがけない
ものを運よく発見する」などの意味ですが、博士がノーベル賞受賞
の対象である導電性のプラスチックを発見されたいきさつを話さ
れました。ノーベル賞といえば２００８年は日本人には大変うれしい
年でした。４人の日本人が受賞したからです。�����創立時の目標
の一つに将来ノーベル賞受賞者を輩出というのがありました。諸
君の中からノーベル賞受賞者が出ることを願っています。
　皆さんのますますの活躍を心よりお祈りいたします。

����������������������学長　片山　卓也
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JAIST Fair in Vietnam and Thailand
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International Symposium “JAIST Forum ２００８”
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北陸先端大、ベトナム・タイにて 
JAIST FAIR開催
　本学の説明会「��������	
」を２００８年６月にベトナムのベト
ナム国家大学ハノイ校（参加者１３０名）、２００９年１月にベトナム
のハノイ工科大学とベトナム国家大学ホーチミン校、タイの
チュラロンコン大学で行いました。留学希望者及び大学教職
員の参加者は、それぞれ約１３０名（６月ハノイ）、６６名（１月ハ
ノイ）、４２名（１月ホーチミン）、６９名（１月タイ）でした。また、
２００８年１１月には、大連民族学院（中国）において、本学への留
学希望学生１３名に対して、大学院説明会を実施しました。

国際シンポジウムJAISTフォーラム２００８を開催
　２１世紀���プログラム「検証進化可能電子社会」（平成１６年
度採択）では安心して生活できる電子社会を構築するための
基盤技術の研究を推進してきました。今年度はその研究成果
の報告会を海外の研究者を招き�����フォーラム２００８として
２００８年１１月２５日に行いました。第１部では本プログラムで提
案した学問「法令工学」についてマサチューセッツ大学アマー
スト校のレオン�オスターウェル教授及び東京工業大学大学
院総合理工学研究科�新田克己教授の招聘講演を行い、プログ
ラムの代表者である情報科学研究科�島津明教授及び当研究
科の教授陣による講演が行われました。第２部では電子社会
のための検証方式としてデンマーク工科大学名誉教授・オー
ストリア�グラーツ工科大学客員教授でもあるディーナス�ビ
ヨナー教授による招聘講演を交えて講演が続けられ、また第
３部では����研究所のリチャード�シュリヒティング博士の
招聘講演も行われました。�

JAIST News
JAIST ニュース 

JAIST News／JAISTニュース
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JAIST Symposium ２００８”
at Tokyo Institute of Technology.
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JAISTシンポジウム２００８を開催
　東京工業大学百年記念館にて、本学の先端的な研究成果に
関するアクティビティーを広く周知するため、�����シンポジ
ウム２００８が２００８年１２月１日に開催されました。シンポジウム
では片山卓也学長が「�����は設立以来、活発に研究開発を実
施し、教員一人当たりの共同・受託研究費が国立大学で１位
になるなど、着実な成果を上げてきました。本シンポジウム
を通じて、�����が展開している先端的な研究とその成果を広
く公表することにより更なる支援と協力をお願いしたい。」と
挨拶され、続いて、国立情報学研究所顧問の末松安晴氏が「北
陸先端科学技術大学院大学（�����）の使命と期待される展開」
と題して基調講演し、「�����には大きな可能性と躍動性があ
る。」と本学への期待を述べました。各研究科及び先端融合領
域研究院の教員による研究発表が行われ、各分野における最
先端な研究内容と成果が紹介されました。また、講演以外に
もパネル展示による研究内容等の紹介が行われました。当日
は、学生、企業、大学関係者等、多数が参加し、いずれの会
場においても熱心に耳を傾ける姿で溢れていました。また、
伴せて開催した進学希望者への大学院説明会にも多くの参加
者がありました。

　私の名前はエリカ�カマルゴ、メキシコ
出身で今、情報科学研究科の博士後期課
程の学生です。私の研究分野はデザイン
から得られる数的指標を用いて実行前の
ソフトウェアにおける欠陥に係る予想に
ついてです。私はまた、ここで同様に修
士号を取得しました。講義は簡単ではな
かったです。特に私の日本語能力のため
に。でも幸い切り抜けることができまし
た。時間が過ぎるのは早かったです。私
は未だに講義の最初の日を覚えています。
同じ日に次のクラスの課題をこなさなけ
ればなりませんでした。研究活動により
ずっと忙しかった。本当に自分の日本語
を改善させたかったけれども、そのよう
な時間はありませんでした。私が定期的
に外国人留学生のために�����が提供し
てくれる日本語クラスに参加する機会は

JAIST News／JAISTニュース ＆ Students' Voice／在校生の声
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カマルゴ�クルス�アナ�エリカ�さん（メキシコ）
情報科学研究科博士後期課程１年
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Students' Voice／在校生の声
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修士２年生まででした。私は過去に習ったことを思い出し、
改善することができました。１２月に日本語レベル３の試験を
受け、私はパスすることができました。私はいつかレベル２
の試験が受けられる程に日本語がうまくなることを望んでい
ます。私は今、博士課程の学生で色んなことが異なって研究
活動は挑戦になっています。いつか他の外の人が立ち止まっ
ている時、私は正しい道のりに立っていると思います。私は
いつも思い起こします、世界の人々が忍耐力は力だと言うこ
と。だから、もしあなたが共感しているなら、あなたは独り
ではないことを感じてください。私は�����での生活を楽しん
でいます。私は周りの自然、新鮮な空気、海へと臨む光景、
そして�����の設備、ジムや２４時間利用の図書館、レンタル自
転車、キャンプ道具そして同様にシャトルバスも気に入って
ます。私はまた日本人、外国人への経済的な支援のことにつ
いても言いたい。幸運にも�����での３年間の間、手の届く金
額の学生寮と授業料免除制度の恩恵を受けました。おそらく
私たちの多くがこれらの手助けなしに研究活動が続けられな
かったでしょう。だから、私はありがとうを言う機会を逃し
たくありません。

　私の名前はグエン�タン�クン、
ベトナム出身です。私は今、藤原
明比古准教授のご指導の下、マテ
リアルサイエンス研究科博士後
期課程３年の学生です。�����に
来る以前、私は自分の新しい生活
についてとても不安を持ってい
ました。しかし、ここの何もかも
が私の心配を癒してくれました。
指導教員、職員、友人、そしてベ
トナム人コミュニティの皆の優
しさと思慮のおかげで私は困難
を克服でき、新しい環境にすぐに
順応することができました。ここ
での生活環境は多くの支援、特に
外国人留学生に係る支援のおか
げでとても良いです。年々それは
改善されてきました。

　英語や日本語クラスに参加することによって、私の語学
能力は際立って向上しました。多くの素晴らしい旅行、見
学旅行、雪だるま祭り、そば打ち体験ツアー等を通して私
は日本の自然や歴史、慣習、文化について理解する機会を
得ることができました。毎年６月に行われる良く準備され
た�����オープンキャンパスには強く印象を受けました。そ
れは�����の人たちだけでなく、地域の人たちとの相互理解
を図る絶好の機会です。ここで４年間近く過ごして、優れ
た設備だけでなく、多くの先進した教授陣のおかげで私は
�����が世界で一番の研究環境であると言えます。先生方の
研究室へいつでも議論したり、助言を受けに行くことがで
きます。さらに、�����は会議参加等日本国外でマイナーな
研究プロジェクトに対しても多くの研究奨励金を与えてく
れます。特に新しいプログラム「大学院教育改革支援プログ
ラム」は共同の自立的な研究プロジェクト支援や報告また
価値ある経験のための費用を与えてくれます。�����ですご
した期間は私の人生の中で鮮明に幸せな記憶になってます。
ここで学んだ知識は私のキャリアにとって重要な役割を果
たしています。

��������	�
���
��������（�������）
�３������������	
��
�
���������
グェン�タン�クン�さん�（ベトナム）

マテリアルサイエンス研究科博士後期課程３年
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New Year Party／新年交流会 ＆ CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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　石川ハイテク交流センターで新年交流会が盛大に開催され
ました。新年交流会は、新年にあたり学生、職員及び地域の
方々との交流を図るため、２００７年に初めて開催され、引続き
開催されました。参加者は、学生１１６名、教員４０名、職員２８名、
来賓としてまつさき旅館取締役社長・松崎陽充氏、辰口交流
協会長・紺矢肇氏をはじめ地元大口地区の皆様など８名、２００
名ほどの盛大な会となりました。片山学長、杉山副学長の乾
杯後、来賓を代表して松崎社長からの挨拶があり交流会が始
まりました。学生と教職員は、来賓の方々や地域の方々と交
流を深めるともに、学生と教職員相互の交流も深め、それぞ
れ新年の思いを新たにしました。

　１２月１６日惜に、石川ハイテク交流センターで留学生との交
流会が開催されました。この交流会は、本学で学ぶ留学生を
激励し、教職員及び地域住民の方々との交流を深める機会を
持ってもらおうと、毎年開催されているものです。今年は、
留学生１２０名、教職員５３名、チューターの日本人学生、外国人
研究員、留学生の家族、辰口国際交流協会及び能美市商工会
青年部の方々、留学生を支援いただいている企業関係者計２５４
名が参加しました。
　片山学長の挨拶で会が始まり、乾杯の際には、杉山副学長
の音頭でそれぞれの留学生の国の言葉で「乾杯」の声が上がり、
和やかな笑いが広がる一幕もありました。新入留学生を代表
して、中国出身の情報科学研究科研究生　崔　国東さんが挨
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CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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拶し、崔さんは流暢な日本語で「�����で友達をたくさん作り、
今まで知らなかった考え方を吸収して悔いのない大学院生活
を送りたい」と決意を述べました。
　今年は、メキシコ、バングラデシュ、ベトナム、中国の留
学生から、腕を振るった料理の差入れがあり、参加者は、そ
れぞれの国の料理に舌鼓を打ちました。また、留学生のグルー
プが歌や踊りを披露し、場を大いに盛り上げてくれました。
まず、中国の女子留学生が、日本語と中国語で������の「未来
へ」を歌いました。続いて、日本語補講を受講している留学生
有志と講師の先生方が、「母さんの歌」「雪」、森山直太朗の「さ
くら」を合唱しました。歌に先立ち、入門クラスの留学生が、
たどたどしいながらも日本語の発音練習を披露し、会場から
大いに拍手を受けていました。さらに、ベトナム出身の情報
科学研究科研究生�グェン�チ�ホン�ニュンさんが、オルガンの

弾き語りで宇多田ヒカルの「��������	
」を披露し、最後に、ベ
トナム人留学生とその家族のグループが、ベトナムの歌
“���������”を合唱しました。歌にあわせて、民族衣装に身を
包んだマテリアルサイエンス研究科博士後期課程２年　ホア
ン　チ　ヒョウさん他３名が踊り、周囲の参加者はしきりに
カメラのシャッターを切っていました。
　最後に、留学生を代表して、チュニジア出身の知識科学研
究科博士後期課程２年メジュリ�カイスさんから、日本語で
「私たち留学生に�����での素晴らしい研究環境を与えてくだ
さっているすべての皆さんに感謝します」との謝辞があった
後、川上副学長の挨拶で一時間半にわたる盛大な交流会は終
了しました。
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　８月１日昔～２日析にかけて、
群馬県、長野県方面への外国人
留学生見学旅行が行われ、留学
生、引率の教職員ら合わせて４９
名が参加しました。これは、学
生に日本の文化に触れ理解を深
めてもらう目的で毎年実施して
います。
　１日目は長野市内にある信濃
毎日新聞社長野印刷センターを
訪れ、国内初の最大４０ページの
フルカラー印刷そして世界最速
の毎時１７万部での印刷が可能な
工場を見学しました。印刷の仕
組みや工場での実際の作業の様

子に一同驚いた様子でした。
　群馬県草津温泉に宿泊後、２日目は群馬県草津町内にある
白根山を訪れ、山頂近くにある「湯釜」と呼ばれる火口湖を見
学しました。標高２�０００メートル以上の高地にあるため大変涼
しく、また当日は天候もよかったこともあり鉄イオンや硫黄
などが溶け込んだことによるエメラルドグリーン色の湖水

を楽しむことができました。
　その後長野市にある善光寺を
訪れ、国宝に指定されている本
堂を見学したほか、重要文化財
である山門等の施設を見学しま
した。
　最新の技術や日本文化に触れ
る良い機会となり、たいへん楽
しい見学旅行となりました。
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インターネット入試を実施しています
　���選抜は���������	�
��
������
�	��
���
��������の略で、
ホームページの画面からアクセスし、登録を済ませた受験
者が、教員と���上での対話に、充分に時間をかけること
が出来る入学者選抜の方法です。（���������	�
��
������）
　���選抜は、インターネットを利用して受験者と本学との
距離を克服し、遠隔地の受験者が試験会場まで行かなくて
も受験できる環境を作り、受験者の利便を図ったものです。
（�����������	
��
��）
出願前の���対話で大学の仕組みを紹介
　登録から出願までの間、���上で志望する研究科の詳し
い情報だけでなく、授業・研究の進め方や各種奨学金の情
報、寄宿舎の状況等を知ることができるので、入学後の学
生生活が見えてきます。

Access Here 詳しくはここ　http://www.jaist.ac.jp/english/admission/iai.htm

CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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��������������������������������������������������� 長野・群馬への留学生見学旅行
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JAIST UP DATE／JAIST近況報告

The following faculty members newly joined JAIST
School of Knowledge Science
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School of Materials Science
�����������	
����
	�
�������������������������	
����
��
��������������
�
�����������	
����
	�
������������������������	�
���
���
�����������	��
��
�����������	
����
	�
�������
���
�����������	
������
�����	
����	��������������
�����������	
����
	�
������������
�������������	
����������
Others
�����������	
��
��	���
�������
����
����������	�
������
���������������������
�����������	
����
	�
�����������	
�������������	����
������
������

The following faculty members left JAIST
School of Knowledge Science
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School of Materials Science
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新任教員：
知識科学研究科
小坂　滿隆　教　授�社会知識領域
小林　俊哉　特任准教授　社会知識領域
情報科学研究科
吉得　淳夫　准教授�人間情報処理領域
末光　厚夫　助　教�人間情報処理領域
���������	
���
　助　教　人工知能領域
千葉　勇輝　助　教�ソフトウェア科学領域
廣川　　直　助　教�ソフトウェア科学領域
��������	
���　助教�計算機システム・ネットワーク領域
浅野　文彦　准教授�人間情報処理領域
��������	
����
����特任教授　ソフトウェア科学領域
緒方　和博　准教授�理論情報科学領域
面　和成　特任助教�先導的��スペシャリスト育成推進プログラム

マテリアルサイエンス研究科
得垣　敦　助　教� 物質デザイン・創出領域
宮林　恵子　助　教�物質デザイン・創出領域
松島　敏則　助　教�物性解析・デバイス領域
平　　　修　助　教�バイオ機能・組織化領域
その他
小野　寛晰　特別招聘教授　先端融合領域研究院
小原　泰弘　助　教�情報科学センター

退職・転出された教員：
知識科学研究科
遠山　亮子　准教授が退職されました。
犬塚　　篤　助教が退職されました。
大串　正樹　助教が退職されました。
情報科学研究科
鳥澤健太郎　准教授が退職されました。
中村　正樹　助教が退職されました。
服部　　哲　助教が退職されました。
盧　　緒剛　助教が退職されました。
風間　淳一　助教が退職されました。
藤枝　和宏　助教が退職されました。
元木　光雄　助教が退職されました。
石川　智治　助教が退職されました。
マテリアルサイエンス研究科
佐野　陽之　助教が退職されました。
山村　昌平　助教が退職されました。
慮　　正泌　助教が退職されました。
堀　　秀信　教授が退職されました。
その他
三谷　忠興　特任教授が退職されました。
　　　　　　先端融合領域研究院
堀田　文明　特任教授が退職されました。
　　　　　　先端科学技術研究調査センター
��������	�
��　特任准教授が退職されました。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																	
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教員の異動

（2008.4.1～2009.2.28）
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大学間交流協定締結状況
（2008.4.1～2009.2.28）
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　本学は、海外の研究機関との人材交流および共同研究を発
展させるために、今年新たにジョセフステファン研究所（スロ
ベニア）、大連海事大学（中華人民共和国）、ミラノ工科大学（イ
タリア）、デリー大学（インド）、ユーリッヒ研究所（ドイツ）、
中国科学院音響研究所（中国）の６機関と学術交流協定を結び
ました。これで本学の学術交流協定機関は２０ヶ国６６機関とな
りました。
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Chart １：��������	�
�����
����
���������������������
���������	
�１��２００９

Chart３：��������	�
�����
����
��������������������
表３：出身地域別留学生数

中 南 米　1人 

中 近 東　0人 

欧 　 州　6人 

アフリカ　7人 

ア ジ ア　185人 

オセアニア　1人 

表１：出身国別学生数
平成２１年３月１日現在

Cumulative
Total
合計

Research
Student, etc
研究生等

Doctoral
Programs
博士後期課程

Master's
Programs
博士前期課程

９４９１８６７中国China
５０４２７１９ベトナムVietnam
１３２８３大韓民国Korea
３０２１台湾Taiwan
７１５１バングラデシュBangladesh
５１２２タイThailand
３１２０ミャンマーMyanmar
７１５１マレーシアMalaysia
１０１０ネパールNepal
１００１スリランカSri Lanka
１１００ブルネイBrunei
１０１０メキシコMexico
１１００ギリシャGreece
３０３０エジプトEgypt
４０４０チュニジアTunisia
１０１０ブルガリアBulgaria
１０１０フランスFrance
１０１０ルーマニアRomania
１０１０ドイツGermany
１１００スイスSwizerland
１００１オーストラリアAustralia
２００２１８２９７合計Total

Chart２：����������	���
��
��������	����	�������������	
表２：留学生数推移
���������	
�１��２００９
平成２１年３月１日現在
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Knowledge Science 
知識科学研究科 

Information Science 
情報科学研究科 

Materials Science 
マテリアルサイエンス研究科 
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������������������������������������������������������������������������������������� 留学生データ

DATA／データ



10

INFORMATION FOR ALUMNI／修了生へのお知らせ

Japan Society for the Promotion of Science（JSPS）Invitation Programs
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Postdoctoral Fellowship Program for Foreign Researchers（Standard）（Gaikokujun Tokubetsu Kenkyuin）
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Invitation Fellowship Program for Research in Japan（Long Term）
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Invitation Fellowship Program for Research in Japan（Short Term）
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日本学術振興会外国人研究者招へい事業

　独立行政法人日本学術振興会は、学術の国際協力を推進す
るため、外国人研究者を我が国に招へいする事業を行ってい
ます。主なものを３つ紹介します。これらの事業への申請方
法は、受入研究者が所属機関を通して申請する方法と外国人
研究者が自国の推薦機関を通して申請する方法の２通りがあ
ります。詳しくは、各事業のホームページをご覧下さい。
○外国人特別研究員
　諸外国の若手研究者に対し、日本の大学等において日本側
受入研究者の指導のもとに共同して研究に従事する機会を提
供するものです。
特別研究員の要件：

日本と国交がある国の国籍を有し（台湾およびパ
レスチナの研究者についてはこれに準じて取り扱
う）、博士の学位取得後６年未満の者

採用期間：１２か月以上２４か月以内
支給経費：渡航費、滞在費、国内研究旅費など
　詳しくは、日本学術振興会のホームページ
（������������	�	�
�������
��������������）をご覧ください。

○外国人招へい研究者（長期）
　この事業は、我が国の研究者が外国人研究者を長期間招へ
いし、協力して研究を行うことを目的としています。
招へい研究者の要件：

日本と国交がある国の国籍を有し（台湾およびパ
レスチナの研究者についてはこれに準じて取り扱
う）、常勤の研究者で日本の大学の教授、准教授又
は助教に相当する研究者、または博士の学位取得
後６年以上の者

採用期間：２か月（６１日）以上１０か月以内
支給経費：渡航費、滞在費、国内研究旅費など
　詳しくは、日本学術振興会のホームページ
（������������	�	�
�������
�����	�������）をご覧ください。

○外国人招へい研究者（短期）
　この事業は、優れた研究業績を有する外国人研究者を短期
間招へいし、我が国の研究者との討議・意見交換・講演等を
通じて関係分野の研究の発展に寄与することを目的としてい
ます。
招へい研究者の要件：

日本と国交がある国の国籍を有し（台湾およびパ
レスチナの研究者についてはこれに準じて取り扱
う）、優れた研究業績を
有する常勤の研究者

採用期間：１４日以上６０日以内
支給経費：渡航費、滞在費、国内研究旅費など
　詳しくは、日本学術振興会のホームページ
（������������	�	�
�������
�����	�������）をご覧ください。�
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INFORMATION FOR ALUMNI／修了生へのお知らせ

Japan Student Services Organization（JASSO）Follow-up Research Fellowship
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JASSO Follow-up Research Guidance
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JASSO eNewsletter for Former 
International Students in Japan
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帰国外国人留学生短期研究制度
　独立行政法人日本学生支援機構（�����）は、アジア、中南
米、中東、アフリカ等の開発途上国・地域から日本へ留学し、
現在、自国において教育、学術研究又は行政の分野で活躍し
ている者に対し、日本の大学において、当該大学の研究者と
共に短期研究を行う機会を提供する事業を行っています。
対 象 者：�アジア、中南米、中東、アフリカ等の開発途上国・

地域の国籍を有する帰国留学生
資格要件：�帰国後３年以上経過している者で、満４５歳以下の者
研究期間：�９０日以内
支援内容：�往復渡航費、大学配置旅費、滞在費及び国内研究

旅費
　詳しくは、日本学生支援機構のホームページ
（������������	

��������
���	��
��	���������）をご覧ください。

帰国外国人留学生研究指導事業

　�����は、日本での留学を終了し、帰国後自国の大学等高
等教育機関及び学術研究機関で教育、研究活動に従事してい
る者に対し、日本における留学時の指導教員等を現地に派遣
して行わせる研究指導、並びに、研究者及び学生等に対する
セミナー開催等の事業実施に対して支援を行っています。
対象国・地域：アジア、中南米、中東、アフリカ等開発途上

国・地域
対象帰国留学生：帰国後３年未満であること
派遣期間：７日以上１０日以内
支援内容：往復渡航費、滞在費、研究指導経費
　詳しくは以下の��������をご覧ください。
������������	

��������
���	��
�
����������

JASSO帰国外国人留学生メール
マガジン
　�����はかつて日本に留学した帰国外国
人留学生及び関係者を対象に、メールマガ
ジンを無料で配信しています。これは帰国
外国人留学生が必要な情報を継続的に提供
すること、積極的な広報活動により帰国外
国人留学生に対する支援を実施し、持続的
な交流を促進していくことを目的としてい
ます。
　配信の申込みについては以下の������
��をご覧ください。
������������	

��������
���	��
��	�	��������	
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　�����帰国留学生ニュース����９（���������	
����
�����������
��������	９）をお届けします。４月に片山卓也新学長を迎え、
�����新体制がスタートしました。我が国際戦略室も産声をあ
げ、早一年が経とうとしてます。海外との連携・優秀な留学
生の確保この一年色々な施策が出され、�����もより一層の国
際大学院へとなろうとしています。海外との大学との協定も
新たに６機関結ばれ、学術交流協定校は２０カ国６６機関になり
ました。海外の大学また研究機関の訪問団の来訪も増え、本
学に係る関心の深さが伺えます。�����同窓生の皆さんも是非
各国で本学�����のアピールをしてください。それでは各国の
皆さんへ本学の１年のニュースを発信いたします。

International Affairs Section, International Office, Japan Advanced Institute of Science and Technology （JAIST）
１‐１ Asahidai, Nomi, Ishikawa ９２３‐１２９２, JAPAN
〒９２３‐１２９２  石川県能美市旭台１‐１　北陸先端科学技術大学院大学　国際戦略室国際戦略係
E-mail: kokusai@jaist.ac.jp   Phone：+８１‐７６１‐５１‐１９４５   Fax：+８１‐７６１‐５１‐１９５９
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北陸先端科学技術大学院大学同窓生ホームページのお知らせ
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　本学では、世界中の修了生の皆様との交流を図るために
���上に同窓生ホームページを開設いたしました。
　下記の���にアクセスし、ご登録いただきますようよろ
しくお願いいたします。
������������	
��
���
��������
このシステムには、次のような機能を備えています。
１．コミュニティを活性化する機能
・���掲示板
・研究室、（東京、大阪等の）地区、期などによる同窓会
開催案内

・研究室ごと、期ごと、友達ごとのメーリングリスト作成
・同窓生アカウントの発行
・メール転送、���転送機能
・異動した指導教員の連絡先を開示
・連絡の仲立ち

２．個人情報の保護
・同窓生は、名簿データの開示先ごとに可否を選択可能
・開示拒否とした先には、個人情報は開示されません。

３．連絡先の更新支援
・同窓生本人の登録状況は、同窓生本人が更新可能
・登録内容をご確認いただくために、定期的（５月頃）に
メールを送信させていただきます。

４．大学との連携を密にする機能
・オープンキャンパス等のイベントの案内
・就職の際、�����の紹介
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